


(1)十代の性行動と妊娠の実態 

昭和 56 年,総理府青少年対策本部がまとめた「青少年の性行動」調査では 20 才までの男子

の 3人に 1人,女子では 4人に 1人が性交経験があり,この実態は 7年前の同調査より急増

で女子では 2.5 倍となっている。 

一方昭和 54年,第 5回国際小児思春期婦人科シンポジュームで,日産婦学会,日母が中心と

なり全国的に調査した10代妊娠857例について石浜氏(小山市民病院長)が詳細な解析を発

表している。その中で人工中絶は 69%を示している。 

また厚生省統計情報部がまとめた昭和 54 年度の優性統計では人工中絶は年々減少してい

るが 10 代少女の中絶だけが激増していると報告。これら増加する十代の妊娠が中絶で

control されている現状で,若年の妊娠,分娩に対する管理方策とこの年代への避妊指導の

必要性も痛感させられる事態となった。 


